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平成 30 年 3 月に新高等学校学習指導要領（以下,
新学習指導要領）が告示され, 3 年間の移行期間後

































































  2-1 及び 2-2 でふれた新学習指導要領の「総合的
な探究の時間」の目標、特質及び意義等を踏まえ, 本
校における目標を以下のように設定した. 










  図 1 が, 本校における「総合的な探究の時間」の
























図 1 「総合的な探究の時間」構造図 
表 1 「総合的な探究の時間」における 3つの柱とおもな内容 
探究Ⅰ ガイダンス 思考ツール学習 表現サポート等 
探究Ⅱ
現代社会の諸課題 修学旅行（他地域に学ぶ）  
自己の興味・関心による課題等   






























































び具体的内容は, 表 3 のとおりである. 
表 3 「職業調べ」での探究過程と生徒の学びの姿 
課題の設定 
ガイダンス…ねらい・調査方法等 
個人レポートの作成…個人課題の設定とそ   
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